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概要
論理値　TRUE（真）　または　FALSE（偽）　を返すワークシート関数です。 引数には複数の
論理値（または複数の論理式）を使用し、いずれかのの論理が成り立つかどうかを評価します。

書式

OROR�論理式1�論理式2�����

引数の説明
論理式

結果が TRUE または FALSE になる論理式、もしくは論理値とみなされる値を指定します。 １～
３０個まで指定できます。 引数のいずれかがTRUEの時に、論理値TRUEを返します。 　

使用例
OR関数使用例

A B C D E
1
かめ ４　

=IF(OR(A1="かめ",A2="かめ"),"両方かもし
くはどちらかが「かめ」","全て「かめ」で
はない")
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表のセル部分のみコピーし、ワークシートに貼り付けて、試すことが出来ます。
Internet Explorer　普通に貼り付け / FireFox　[ 形式を選択して貼り付け ] - [ テキスト ]
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